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最終 貞 に 続く 


針 の 前 部 に 凹部 が 


多 成 され て いる ソー ル を 備え た 靴 に お いて 、 


潜 の ソー ル 表 面 の 、 幅 方 向 に お いて 第 1 中 足 骨 か ら 第 5 中 足 骨 に か け て 及 


び 前 後方 向 に お いて これ ら 各 中 足 骨 か ら 先 端 方 に つづ く 各 中 足 指 節 関 節 を 経て 各 基 節 骨 の 
中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 部位 に 設け られ 、 有 且つ 、 該 凹部 が 、 立 
脚 期 に お いて 足 の つま 先 部 分 に 比べ て 外 部 分 が 約 4 cmー6 cm 程度 上 方 に 位置 する 状態 


の と き 


に 、 こ の ソー ル 」 


上 に 載っ た 足 の 各 中 足 骨 の 各 先 端 部 か ら 各 中 足 指 節 関節 を 経て 各 基 


節 骨 の 中 央 部 を それ ぞ れ 結ぶ 前 後方 向 に 延び る 各線 を 面 内 に 有する 仮想 面 が 略 水平 状態 を 


該 凹 部 が 、 


成 する よう な 形状 の 凹部 で あり 、 
幅 方 向 に お いて 前 記 第 1 中 足 骨 及び 前 後方 向 に お いて 該 第 1 中 足 骨 の 前 部 か 


ら 先端 方 に つづ く 第 1 中 足 指 節 関 節 を 経て 第 1 基 人 節 骨 の 中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 


裏 部 分 が 当 接 する 第 1 の 凹部 と 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 2 中 足 骨 か ら 第 5 中 足 骨 に か け て 
及び 前 後方 向 に お いて 第 2 中 足 骨 一 第 5 中 足 骨 の 各 前 部 か ら 先 端 方 に つづ く 第 2 中 足 指 節 


関節 一 第 5 


足 指 節 関 節 を 経て 第 2 基 节 骨 一 第 5 基 人 節 骨 の 各 中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 


の 足 裏 部 分 が 当 接 し 且つ 前 記 第 1 の 凹部 より 凹み が 浅い 第 2 の 凹部 と が 、 ソ ー ル の 幅 方 向 
に お いて 連接 され る こと に よっ て 、 構 成 さ れ て いる こと を 特徴 と する 靴 。 
【 請求 項 2 】 


前 記 ソ ー ル の 、 


少な く と も 前 記 凹 部 及び その 近傍 部 分 が 、 ゴ ム 人 硬度 が Hs 8 0 度 程 度 の 


硬 さ の 材質 の も の で 構成 され て いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 記載 の 靴 。 
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【 請求 項 3 】 

前 記 載 が 婦人 靴 で あっ て 、 前 記 凹 部 の 底 か ら ソ ー ル 底面 まで の 厚み が 8 mm 以下 で ある 
請求 項 1 又は 2 記載 の 靴 。 
【 発明 の 詳細 な 説明 】 

【 技術 分 野 】 
【0001】 

本 願 発明 は 、 体 重 を 右 あ る い は 左 の いずれ か の 足 の 足 裏 に 、 そ れ ぞ れ 、 左 右 方 向 に お い 
て 均等 に か けた 状態 、 特 に 、 立 脚 期 ( 歩行 時 に お いて その 足 が 体 重 を 支え て いる 状態 の と 
き : 立脚 相 と も いう ) に お いて 、 足 で 体重 を 支え る 際 に 、 足 幅 方 向 ( 単に 幅 方 向 と も いう 
) に お いて 均等 に 体重 が 作用 し 、 理 想 的 な 歩行 が 行え る と と も に 且つ 理想 的 な 立 位 姿 勢 を 
と る こと が で きる 靴 に 関す る 。 
背景 技術 】 

【0002】 

人 が 歩行 する 立脚 期 や 立 位 の 姿勢 を と っ て いる 状態 は 、 個 人 的 な 骨格 及び 歩行 時 の 「 く 
せ 」 等 に より 、 ま た 、 履 いて いる 鞭 等 に よっ て も 、 人 それ ぞ れ に 異な る 。 

し か し 、 一 般 的 に 、 裸 足 の 状態 に お いて 、 立 脚 期 や 立 位 の 姿勢 を と っ て いる 場合 、 脚 を 介 
し て 足 裏 に 作用 する 体重 の 方 向 は 真 上 方 向 か ら で は な く 、 概 ね 脚 の 外側 か ら 内 側 を 向く よ 
うな 斜め 方 向 か ら 作用 し て いる 。 こ の た め 、 人 は 無意識 下 に お いて 、 足 や 脚 の 種々 の 筋肉 
を 使用 し て 、 前 記 傾 き を 是正 する よう に バラ ンス を と っ て いる 。 こ の よう な 状態 は 、 従 来 
の 靴 を 履い た 場合 に も 生じ て いる 。 

【0003】 

この 結果 、 歩 行 を 所 定時 間 お こ な っ た 場合 や 立 位 の 姿勢 を 所 定時 間 と っ た 場合 に 、 前 記 
傾き を 是正 する こと に 脚 等 の 筋肉 を 費やす 分 だ け 、 ま た 無理 な 姿勢 を 強い られ る 分 だ け 、 
無用 な 疲れ を 生じ させ る 。 ま た 、 前 記 是 正 に 費やし た エネ ルギー の 他 に も 、 各 関節 へ の 負 
担 が 加わ っ て 、 疲れ が 倍増 する 。 

【0004】 

と ころ で 、 従来 技術 と し て 、 歩 行 等 し て いる 際 に 、 鞭 の ソー ル 上 面 に お いて 足 裏 が 前 後 
左右 に ズレ る こと に より 、 所 調 | た こ 」 や 「 まめ 」 を 生じ させ る こと の な いよ うに 、 足 の 
第 1 中 足 骨 の 先端 部 下方 の 足 裏 ( 親指 丘 と も いう ) が 接触 する ソー ル 表 面 に 貫通 穴 を 形成 
し た 靴 が 開示 され て いる ( 特許 文献 1 参照 ) 。 

【 特許 文献 1 】 特許 第 3 46209 2 号 公 報 。 
【 発明 の 開示 】 

【 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
【0005】 

し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 1 に 記載 され て いる 靴 の 場合 に は 、 確 か に ソー ル 表 面 に 対 
し て 足 裏 が 前 後 左右 に ずれ 難く な り 前 記 「 た こ 」 や 「 まめ 」 を 防止 で きる 。 し か し 、 立 脚 
期 に お ける 足 裏 に か か る 体重 の か か り 具 合 を 考え る と 、 前 記し た 脚 の 傾き に 起因 する 前 記 
課題 が 存する 。 

【0006】 

また 、 前 記 特 許 文献 1 記載 の 靴 の 場合 に は 、 ソ ー ル 上 に 配置 され る 中 敷 に 貫通 穴 
て いる た め 、 こ の 中 敷 の 高 さ だ け 靴 が 高く な り 、 靴 を 履い た 状態 に お いて 、 立 脚 期 の 底 屈 
運動 が し 難く な り 、 こ の 結果 、 無 用 に 脚 等 の 筋肉 を 使用 する こと に な る 。 ま た 、 婦 人 靴 の 
場合 に は 、 フ ァ ッ ショ ン 性 が 重要 視 さ れる こと か ら 、 前 述 の よう な 高い ( 厚い ) 中 敷 を 用 
いる と 、 靴 の 高 さ が その 分 だ け 高 く な り 、 フ ァ ッ ショ ン 性 を 損ない 、 従 っ て 、 フ ァ ッ ショ 
ン 性 を 重視 する 靴 に は 、 こ の よう な 中 敷 を 採用 する こと は 難し い 。 

【0007】 

本 願 発 明 は 、 こ の よう な 現況 に 鑑み お こ な わ れ た も の で 、 体 重 が 足 裏 に 対し て 人 間 工 学 
的 な 見 地 か ら 適 切な 状態 で 作用 する よう な ソー ル 表 面 を 具備 し し か も ファ ッ シ ョ ン 性 を 損 
な うこ と の な い 鞭 を 提供 する こと を 目的 と する 。 

【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
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【0008】 

本 発明 に か か る 還 は 、 表 面 の 前 部 に 凹部 が 形成 され て いる ソー ル を 備え た 還 に お いて 、 
前 記 凹 部 が 、 還 の ソー ル 表 面 の 、 幅 方 向 に お いて 第 1 中 足 骨 か ら 第 5 中 足 骨 に か け て 及 
び 前 後方 向 に お いて これ ら 各 中 足 骨 か ら 先 端 方 に つづ く 各 中 足 指 節 関 節 を 経て 各 基 節 骨 の 
中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 部 位 に 設け られ 、 且つ 、 該 門 部 が 、 
脚 期 に お いて 足 の つま 先 部 分 に 比べ て 外 部 分 が 約 4 cmー6 cm 程度 上 方 に 位置 する 状態 
の と き に 、 こ の ソー ル 上 に 載っ た 足 の 各 中 足 骨 の 各 先 端 部 か ら 各 中 足 指 節 関 節 を 経て 各 基 
節 骨 の 中 央 部 を それ ぞ れ 結ぶ 前 後方 向 に 延び る 各線 を 面 内 に 有する 仮想 面 が 略 水平 状態 を 
成 する よう な 形状 の 凹部 で あり 、 該 凹部 が 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 1 中 足 骨 及び 前 後方 


は 


2 中 足 骨 か ら 第 5 中 足 骨 に か け て 及び 前 後方 向 に お いて 第 2 中 足 骨 一 第 5 中 足 骨 の 各 前 部 


向 に お いて 該 第 1 中 足 骨 の 前 部 か ら 先 端 方 に つづ く 第 1 中 足 指 節 関 節 を 経て 第 1 基 節 骨 の 
中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 第 1 の 凹部 と 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 


か ら 先端 方 に つづ く 第 2 中 足 指 節 関節 一 第 5 中 足 指 節 関節 を 経て 第 2 基 人 節 骨 一 第 5 基 節 骨 


の 各 中 央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 し 且つ 前 記 第 1 の 凹部 より 凹み が 浅い 


第 2 の 凹部 と が 、 ソ ー ル の 幅 方 向 に お いて 連接 され る こと に よっ て 、 構 成 さ れ て いる こと 
を 特徴 と する 。 

【0009】 

この よう に 構成 され た 本 発明 に か か る ソー ル を 備え た 鞭 に よれ ば 、 ソ ー ル の 前 記 凹 部 お 
よび その 近傍 部 分 に 最も 体重 が 作用 する 立脚 期 の 終期 に お いて 、 前 記 凹 部 が 前 述 の よう に 
構成 され て いる こと に 起因 し て 、 体 重 が 幅 方 向 に お いて 均等 に 且つ 真 上 方 向 か ら 足 に 対し 
て 作用 する た め 、 脚 等 の 筋肉 が 最も 適切 な 状態 と な る 。 具体 的 に は 、 前 述 の よう に 幅 方 向 
に お いて 体重 が 均等 に 且つ 真 上 方 向 か ら 作用 する た め 、 該 立脚 期 の 終期 に お いて 作用 する 
、 下 服 三 頭 筋 ( 腓 腹 筋 ( 内 側 頭 , 外側 頭 ) と ひら め 筋 ) の うち の 有 看 腹 筋 外側 頭 と 、 底 屈曲 
筋 群 の うち の 後 頸 骨 筋 、 長 肝 骨 筋 が 、 理 想 的 な 活動 を する 。 こ の た め 、 無 用 な 筋肉 の 使用 
が な いた め 、 従来 の ソー ル を 備え た 靴 等 を 履い た 場合 に 比べ て 、 格 段 に 療 れ の 少な い 靴 と 
な る 。 ま た 、 歩 行 時 に お いて 、 前 述 の よう に 足 に 対し て 体重 が 真 上 方 向 か ら 且つ 幅 方 向 に 
お いて 均等 に 作用 する た め 、 歩 行 時 の 体 の 軸線 に 歪み や 傾き が な く 、 こ の た め 訓 練 さ れ た 
モデ ル が 歩行 する 如く 綺麗 な 姿勢 で 歩行 する こと が 可能 と な る 。 か か る 状態 は 、 歩 行 の 姿 
勢 が 綺麗 で ある だ け で な く 、 前 述 の 如く 無駄 な 筋肉 の 使用 が な く 且つ 関節 等 に 無理 な 力 が 
作用 し な いた め 、 歩 行 時 の 疲れ が 大 幅 に 軽減 され る こと に も つなが る 。 
また 、 立 脚 期 に 、 足 裏 に 作用 する 体重 の 移動 軌跡 が 、 下 部 分 か ら 、 前 記 第 1 中 足 骨 部 分 か 
ら 第 5 中 足 骨 部 分 に か け て の 足 裏 部 分 の 足 幅 方 向 に お ける 中 央 部 分 を 通っ て 、 つ ま 先 に 略 
直線 的 に な る た め 、 極 め て 無駄 の な い 且 つ 安 定 し た 状態 で の 体重 移動 が 実現 され る 。 
また 、 立 位 の 姿勢 を 保つ 場合 に も 、 前 記 第 1 中 足 骨 部 分 か ら 第 5 中 足 骨 部 分 に か け て の 下 
方 の 足 裏 部 分 で 、 幅 方 向 に お いて 均等 に 分 布 し た 状態 で 且つ 真 上 方 向 か ら 体重 が 作用 する 
た め 、 体 の バラ ンス を と る た め に 無駄 な 脚 や 足 の 筋肉 を 活動 させ る 必要 が な い 。 従っ て 、 
従来 の ソー ル を 備え た 靴 等 を 履い て いる 場合 に 比べ て 、 疲 れ が 極端 に 少な く な る 。 

さら に は 、 前述 の よう に 体重 が 幅 方 向 に お いて 均等 に 分 布 し た 状態 で 且つ 真 上 方 向 か ら 作 
H す る こと に な る た め 、 歩 行 時 や 立 位 の 状態 に お いて も 、 膝 等 の 関節 へ の 負担 も 大 幅 に 軽 
減 さ れる こと に な る 。 そ し て 、 ソ ー ル 表面 に 凹部 を 形成 し て いる た め 、 靴 の 高 さ を 無用 に 
高く する こと が な いた め 、 高 い フ ァ ッ ショ ン 性 を 備え た 靴 と と な る 。 

【0010】 

また 、 前 記載 に お いて 、 前 記 凹 部 が 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 1 中 足 骨 及び 前 後方 向 に お 
いて 該 第 1 中 足 骨 の 前 部 か ら 先 端 方 に つづ く 第 1 中 足 指 節 関節 を 経て 第 1 基 人 節 骨 の 中 央 部 
に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 第 1 の 凹部 と 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 2 中 足 
骨 か ら 第 5 中 足 骨 に か け て 及び 前 後方 向 に お いて 第 2 中 足 骨 一 第 5 中 足 骨 の 各 前 部 か ら 先 
端 方 に つづ く 第 2 中 足 指 節 関節 一 第 5 中 足 指 節 関節 を 経て 第 2 基 節 骨 ~ 第 5 基 節 骨 の 各 中 
央 部 に か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 し 且つ 前 記 第 1 の 凹部 より 凹み が 浅い 第 2 の 
凹部 と が 、 ソ ー ル の 幅 方 向 に お いて 連接 され る こと に よっ て 、 構 成 さ れ て いる と 、 さ ら に 
足 裏 の 形状 に 合致 し た 、 幅 方 向 に お いて より 均等 に 分 布 し た 状態 で 体重 が 作用 する と と も 
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に 、 履き 心地 の 良い 好ま し い 構 成 と な る 。 

【0011】 

また 、 前 記載 に お いて 、 前 記 ソ ー ル の 、 少なくとも 前 記 凹 部 及び その 近傍 部 分 が 、 ゴ ム 
硬度 が Hs 8 0 度 程度 の 硬 さ の 材質 の も の で 構成 され て いる と 、 立 脚 期 に 、 底 屈 運 動 ( 足 
裏 に か か る 体重 を 路 部 分 か ら 足 の 前 部 に 移動 させ る 際 に 、 中 足 指 節 関節 を 屈曲 させ る 運動 
) が 円 滑 に 行え る 構成 の 靴 を 実現 する こと が で きる 。 こ の た め 、 立 脚 期 に 前 記 肝 腹 筋 外側 
頭 、 後 吾 骨 筋 、 長 肝 骨 筋 の 理想 的 な 活動 が 得 ら れる 。 ま た 、 ソ ー ル が 適度 な 硬 さ の た め 、 
足 裏 に 接触 し て も 心地 良い 状態 の 二 と な る 。 

【0012】 

また 、 前 記載 に お いて 、 前 記 靴 が 婦人 靴 で あっ て 、 前 記 凹 部 の 底 か ら ソ ー ル 底面 まで の 
厚み が 8 mm 以下 で ある と 、 靴 の 屈曲 性 ( 底 屈 運動 ) が 増し て 、 さ ら に 好ま し い 構 成 の 靴 
と な る 。 

【 発明 の 効果 】 

【0013】 

本 発明 に か か る 靴 に よれ ば 、 体 重 が 足 裏 に 対し て 人 間 工 学 的 な 見 地 か ら 最 適 な 状態 で 作 
HH する な ソー ル 表 面 を 具備 し た 靴 を 実現 で き 、 歩 行 や 立 位 の 姿勢 を と っ た と き に も 、 疲 れ 
難い 靴 と な る 。 
【 発明 を 実施 する た め の 最 良 の 形態 】 
【0014】 

以下 、 本 発明 の 実施 形態 に か か る 靴 に つい て 、 婦 人 用 の や や 貴 の 高い 形態 の 靴 を 例 


に 挙げ て 、 図 面 を 参 人 具体 的 に 説明 する 。 
【0015j 
加 1 は 本 発明 の 靴 の ソー ル の 構成 を 示す ソー ル 全 体 の 斜め 前 方 か ら 見 た 斜視 図 、 図 2 は 


図 1 に 示す ソー ル の 第 1 及び 第 2 中 足 骨 部 分 が 当 接 する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 断面 形状 
を 示す 図 1 の II- II 矢 視 断 面 図 、 図 3 は 図 1 に 示す ソー ル の 第 2 て 第 5 中 足 骨 部 分 が 当 接 
する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 断面 形状 を 示す 図 1 の III- III 矢 視 断面 図 、 図 4 は 中 足 骨 部 
分 が 当 接 する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 幅 方 向 の 断面 形状 を 示す 図 1 の IV- IV 矢 視 断 面 図 で 
ある 。 
【0016】 
図 1 に お いて 、1 は 靴 の ソー ル で 、 こ の ソー ル 1 の 上 方 に は 、 所 詩 ア ッ パ ー5 ( 図 2 の 
二 点 鎖線 参照 ) と 呼ば れる 足 の 甲 と 側面 を 覆う 皮 あ る い は 布 が 一 体 に 配 設 さ れる 。 
【0017】 
そし て 、 前 記 ソ ー ル 1 の 表面 ( 上 面 ) 1 A の 前 部 に i 
2 は 、 図 5 に 示す よう に 、 幅 方 向 に お いて 第 1 中 足 骨 D 1 か ら 第 5 中 足 骨 D5 に か け て 及 
び 前 後方 向 に お いて これ ら 第 1 中 足 骨 D 1 一 第 5 a 方 ( つま 完 
方 ) に つづ く 各 中 足 指 節 関節 C1 て C1 を 経て 各 基 人 節 骨 B1 ~B5 の 各 中 央 部 に か け て の 
領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 部 位 に 設け られ て いる 
【0018】 
そし て 、 こ の 凹部 2 は 、 図 2 に 図示 する よう に ソー ル 1 の つま 先 部 分 1 から 遇 8 部 分 1 
に わた る 全体 の 裏面 が 接地 し て いる 状態 か ら 、 図 6 に 図示 する 、 立 脚 期 の 一 課程 に お い 
て ソー ル 表 面 1 A 上 の 外部 分 1 R が 同 つ ま 先 部 分 1 に 比べ て 、 符 号 H2 で 示す 約 5 cm 
程度 ( 約 4 cm て 6 cm 程度 ) 上 方 に 位置 する よう な 状態 で 、 該 ソー ル 1 上 に 載っ た 足 が 
、 前 後方 向 に お いて 足 の 各 中 足 骨 D1~ て D5 の 前 部 と 各 中 足 指 節 関節 C1 て C5 を 経て 各 
基 节 骨 B 1 ~B5 を 結ぶ 各線 P1 ~P5( 図 5 参照) を 面 内 に 有する 仮想 面 P( 図 5 参照 
略 平面 状 の 仮想 面 ) が 略 水平 状態 ( 真水 平 状 態 あ る い は その 状態 か ら 上 下 い ずれ か の 方 
避 に 少し 傾い た 程度 の 状態 を いう ) に な る よう な 形状 を し て いる 。 ま た 、 図 2 に 図示 する 
RC EON 2 中 部 分 1 R が つま 
先 部 分 1 に 比べ て 3 cm 程度 高く な っ た 所 調 「 ハイ ヒー ル 」 に 近い 形態 で ある こと か ら 
Re ソー ル 表 面 の 貴 部 分 1 R 
が つま 先 部 分 1 に 比べ て 3 cm 程度 上 方 に 位置 する 状態 」 と な り 、 従 っ て 、 こ の ソー ル 
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1 を 具備 し た 潜 を 履く と 、 前 後方 向 に お いて 足 の 各 中 足 骨 D1 て CD5 の 前 部 と 各 中 足 指 節 
関節 C1 て C5 を 経て 各 基 節 骨 B1 ~B5 の 中 央 部 を 結ぶ 各線 P1 ~P5 を 面 内 に 有する 
仮想 面 P が 略 水 平 状態 に 近い 状態 と な る 。 

【0019】 

さら に 前 記 思 部 2 の 形態 に 関し て 詳細 に 述べ る と 、 図 1 , 図 4 に 図示 する よう に 、 該 凹 
部 2 は 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 1 中 足 骨 D 1 ( 図 2 , 図 5 参照) 、 前 後方 向 に お いて 前 記 
第 1 中 足 骨 D1 の 前 部 か ら 先 端 方 に つづ く 第 1 中 足 指 節 関節 C1 を 経て 第 1 基 节 骨 B 1 に 
か け て の 領域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 する 第 1 の 凹部 2 A と 、 幅 方 向 に お いて 前 記 第 2 中 
足 骨 D 2 か ら 第 5 中 足 骨 D 5 にかけ て 、 前 後方 向 に お いて 第 2 中 足 骨 D2 一 第 5 中 足 骨 D 
5 の 各 前 部 か ら 先 端 方 に つづ く 第 2 中 足 指 節 関節 C2 ~ 第 5 中 足 指 節 関節 C5 を 経て 第 2 
基 節 骨 B 2 一 第 5 基 节 骨 B 5 の 各 中 央 部 に か け て の 、 領 域 の 下方 の 足 裏 部 分 が 当 接 し 且つ 
前 記 第 1 の 凹部 2 A 人 より 凹み が 浅い 第 2 の 凹部 2 B と が 、 ソ ー ル 1 の 幅 方 向 に お いて 連接 
され る こと に よっ て 、 構成 さ れ て いる 。 つ まり 、 こ の 凹 部 2 は 、 図 1 ~ 図 5 に 図示 する よ 
うに 、 人 間 の 足 裏 の 所 調 「 指 丘 M( 図 2 の 二 点 鎖線 参照 ) 」 の 形状 に 略 対応 し た 形状 、 つ 
まり 「 指 丘 M」 の 下方 へ の 突出 形状 に 対し て 略 補完 する 立体 形状 を 有 し て いる 。 換言 すれ 
ば 、 前 記 凹 部 2 は 、 前 記 仮 想 面 P が 前 記 条 件 の と き に 略 水平 と な る 、 足 裏 の 前 記 指 丘 M と 
その 周辺 の 部 分 が ソー ル 1 表面 に 対し て 、 立 体 的 に 略 一 致す る よう な 状態 を 形成 する こと 
が 可能 な 形状 に 構成 され て いる 。 

【0020】 

そし て 、 前 記 ソ ー ル 1 は 、 実際 に は 、 ゴ ム 硬 度 Hs 70-~<90 度 程度 の 硬 さ の ウレ タン 
ゴム で 構成 され る こと が 望ま し く 、 こ の 実施 形態 で は ゴム 硬度 Hs 8 0 度 程度 の 硬 さ の ウ 
レタ ン ゴ ム で 構成 され 、 ま た 、 こ の ソー ル 1 は 金 型 を 用 いて 一 体 成形 され る こと に よっ て 
製造 され て いる 。 こ の よう に ソー ル 1 の 材質 と し て ウレ タン ゴム を 使用 する の は 、 立 脚 期 
の 底 屈 運 動 が 円 滑 に 行え る よう な 薄 さ の 厚み ( な お 、 図 2 一 加 4 、 図 6 に 図示 され る ソー 
ル 1 は や や 厚く 表示 され て いる ) を 得る た めで あり 、 且 つ 、 ソ ー ル 1 の 厚み を 薄く し て も 
潜 と し て 一 般 に 要求 され る 程度 の 耐 摩耗 性 (耐久 性 ) を 得る た めで ある 。 ま た 、 こ の 実施 
月 態 で は 、 ソ ー ル 1 全体 が 前 記 硬 度 の ウレ タン ゴム で 構成 され て いる が 、 少 な く と も 、 前 
記 凹 部 2 お よび その 近傍 部 分 が 前 記 硬 度 の ウレ タン ゴム で 構成 され て いれ ば よい 。 
【0021】 

また 、 前 記 凹 部 2 の 底 、 つ まり 最も 凹ん で いる 人 箇所 か ら ソ ー ル 1 の 底面 まで の 厚 さ H( 
図 4 参照 ) は 、8 mm 以下 で ある こと が 、 前 述 の 円 滑 な 底 屈 運 動 を お こ な う 上 で 好ま し く 
、 こ の 実施 形態 で は 、4mm-<5mm 程 度 、 正 確 に は 約 4mm に な っ て いる 。 し か し 、 こ 
の 4mm あ る い は 4mm< て 5mm と いう 数 値 に 限定 され る も の で な く 、8 mm 以下 で あれ 
ば よく 、 例 えば 、7 mm で あっ て も よく 、6mm で あっ て も 、3mm で あっ て も よい 。 但 
し 、 最 小 厚 さ は 、 現 実 的 な 耐久 性 の 点 か ら 最 低 限 3 mm ある こと が 望ま し い 。 
【0022】 
また 、 前 記 ソ ー ル 1 の 表面 の 外縁 1 a は 、 角 部 が ラウ ンド 状 に な っ て 所 定 高 さ ( この 実 
施 形態 で は 1 mm 程度) だ け 立 ち 上 が り 、 こ の ソー ル 1 を 備え た 靴 を 履い た と き に 、 足 裏 
が 周囲 か ら 該 ソー ル 1 の 外縁 で 外 方 か ら 包 み 込 まれ る よう な 状態 で 保持 され る よう 構成 さ 
れ て いる 。 ま た 、 こ の 実施 形態 の 場合 、 ソ ー ル 1 の 前 後方 向 ( 長手 方 向 ) の 重量 的 な バラ 
ンス の 点 及 び 全 体 の 重量 の 軽量 化 の 点 か ら 、 厚 み の 厚 く な っ た ソー ル 1 の 貴 部 分 1 R に は 
、 厚 み 方 向 に 延び る 有 底 穴 ( ソー ル 1 の 底 ま で 貫通 し て いな い 穴 ) 1 h が 複数 形成 され て 
いる 。 し か し 、 こ の よう な 有 底 穴 1 h は 、 付 加 的 な 構成 で あり 、 必 ず し も 必須 の も の で は 
な い 。 ま た 、 有 底 穴 1 h の 径 に より 、 そ の 数 を 増減 させ て も よい 。 

【0023】 

また 、 こ の よう に 構成 され た ソー ル 1 は 、 実際 に 靴 の ソー ル 1 と し て 使用 され る 場合 に 
は 、 こ の ソー ル 1 の 表面 1^A に は 、 前記 有 底 穴 1 h を 上 方 か ら 覆う ため に 、 藻 い 厚み の ビ 
ニー ルレ ザー 又は 布 , 皮 等 の シー ト 材 が 張ら れる 。 ま た 、 鞭 の アッ パー5 ( 図 2 参照 ) の 
端 部 は 、 一般に 前 記 ソ ー ル 1 と 前 記 シ ー ト 材 の 間 に 巻 き 込 まれ た 状態 ( 挟ま れ た 状態 ) で 
回 定 さ れる 。 し か し 、 ア ッ パ ー5 の 固定 に つい て は 、 こ の よう な 構成 に 限定 され る も の で 
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な く 、 ソ ー ル 1 の 側面 に アッ パー5 の 端 部 が 固着 され た よう な 構成 で あっ て も よい 。 
【002 4】 

そし て 、 上述 の よう に 構成 され た 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 は 、 靴 の 一 部 と し て 、 つ 
まり 靴 の ソー ル 1 と し て 使用 され る こと に よっ て 、 以 下 の よ うに 作用 し 、 且 つ 効 果 を 奏 す 
る 。 即ち 、 

前 述 の よう な ソー ル 1 を 備え た 靴 の 場合 、 こ の 靴 を 履い て 立 位 の 姿勢 を 維持 し て いる 場 
合 ( ある い は 立脚 期 ) に は 、 前 述 の よう に 、 各 中 足 骨 D1 ~D5 の 先端 部 と 各 中 足 指 節 関 
節 C1 て C5 を 経て 各 基 人 節 骨 B1 て B5 の 中 央 部 を 結ぶ 各線 P1~ て P5( 図 5 参照 ) を 面 
内 に 有する 仮想 面 P が 略 水平 状態 に な る た め 、 ソ ー ル 1 に 対し て 体重 は 略 真 上 方 向 か ら 作 
3 する と と も に 、 該 体重 は ソー ル 1 の 幅 方 向 に お いて 略 均等 に 分 布 し た 状態 と な る 。 こ の 
た め 、 立 位 ( あるいは 立脚 期 ) の 姿勢 を 保つ 際 に 作用 する 種々 の 筋 は 、 従来 の 靴 ( 普通 の 
靴 と も いう ) を 履い た 場合 や 裸足 の 場合 の よう に 、 脚 等 の 傾き を 是正 する た め に 無用 な 活 
動 を する 必要 が な い 。 従っ て 、 こ の 靴 を 履い て 立 位 の 姿勢 を 長 時 間 し て も 、 あ る い は 歩行 
し て も 、 従 来 の 靴 を 履い た 場合 に 比べ て 、 大 幅 に 疲れ 難く な る 。 

【0025】 

また 、 こ の 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 備え た 靴 を 履い て 歩行 する と 、 立 脚 期 に 、 ソ ー 
ル 1 の 足 幅 方 向 に 略 均等 に 分 布 し た 状態 で 体重 が 作用 する た め 、 立 脚 期 に 主として 脚 の 傾 
き を 是正 する た め に 活動 する 、 前 鹿 腹筋 外側 頭 が 該 是正 の た め の 無 駄 な 活動 を する こと 
な く 、 且つ 、 立 脚 期 に お いて 、 該 有 腹 筋 外側 頭 、 前 記 後 頸 骨 筋 、 前 記 長 非 骨 筋 等 の 理想 的 
な 活動 が 得 ら れる 。 こ の た め 、 歩行 に よる 疲れ が 大 幅 に 緩和 され る こと に な る 。 ま た 、 股 
関節 や 膝 関節 や 足 関節 に 、 無 理 な 力 が 作用 する こと が な いた め 、 こ れ ら の 関節 を 無用 に 傷 
め る よう な こと ど ともない 。 

【0026】 

前 記 作用 を 科学 的 に 証明 する た め に 、 専 門 の 機関 で ある 「 関西 鍼灸 大 学 (所在地: 大 阪 
府 泉南 郡 熊取 町 若葉 2 丁目 11 の 1 ) の 神経 病 研 究 セ ンタ ー」 及び 「 神戸 リハ ビリ テー ショ 
ン 専 門 学校 (所 在 地 : 兵庫 県 神戸 市 中 央 区 古 湊 通 1 丁目 2- 2) 」 に 依頼 し て 、 立 脚 期 を 含む 
歩行 時 に お ける 前 記 誹 腹筋 外側 頭 、 前 記 後 頸 骨 筋 、 前 記 長 誹 骨 筋 等 の 活動 に つい て の 計測 
デー タ を 得 た 。 即ち 、 図 7 に 示す 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 備え た 靴 を 履い て 歩行 
し た と き に 得 ら れる デー タ ( 脚 の 各種 の 筋 の 活動 を 示す 筋 電 図 ポリ グラ フ ) は 、 図 8 に 示 
す 従 来 の 鞭 を 履い て 歩行 し た と き に 得 ら れる デー タ や 図 9 に 示す 裸足 で 歩行 し た と き に 得 
られ る デー タ に 比べ て 、 歩 行 時 に 得 ら れる 理想 的 な 筋 の 活動 を 示す デー タ に 近似 し て いる 
。 具体 的 に は 、 同 一 の 被 検 者 ( デー タ 採 取 の た め に この ソー ル 1 を 具備 し た 靴 を 履い て 歩 
行 し 立 位 の 姿勢 を と っ た 人 ) に 、 特段 意識 する こと な く 旦 つ 特 段 の 注文 を つけ る こと な く 
普通 に 歩行 し て も ら っ て 採取 し た デー タ で ある 、 

図 9 に 示す 裸足 の 場合 に は 、 歩 行 時 の 1 工程 W8 ( 下 部 分 を 着地 し て か ら 次 に 貴 部 分 を 着 
地 す る まで の 工程 ) が 時 間 的 に 短く 、 図 8 に 図示 する 普通 の 靴 の 場合 に は 、 裸 足 の 場合 に 
比べ て 歩行 時 の 1 工程 W7 が それ より 長く 、 図 7 に 図示 する 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 
を 具備 し た 靴 の 場合 に は 、 歩 行 時 の 1 工程 W6 が さら に 長く な っ て いる こと が 判る 。 こ の 
よう に 1 工程 が 時 間 的 に 長く な る こと は 、 歩 行状 態 に お いて 足 に よる 体重 の 支持 性 が 向上 
し て いる こと を 意味 する 。 つ まり 、 支持 性 が 低く な る (不安 定 な 状態 ) ほど 、 倒 れ ま いと 
し て 次 の 1 歩 を 早い タイ ミン グ で 踏み だ すこ と が 知ら れ 、 こ の よう に 、 前 記 1 工程 が 短く 
な る こと は 、 歩 行 が 安定 し な い 状 態 か ら 徐 々 に 安定 し た 状態 に な る 幼児 の 歩行 状態 の 進歩 
や 2 足 歩行 ロボ ッ ト 等 の 進化 状態 を 見 て も 明らか で ある 。 こ の よう に 、 本 実施 形態 に か か 
る ソー ル 1 を 具 備 し た 靴 は 、 支 持 性 に お いて 裸足 の 場合 や 普通 の 靴 を 履い て いる 場合 に 比 
べ て 、 良好 な こと が 判る 。 

【0027】 

次 に 、 立 脚 期 の 終期 の 所 調 「 蹴り 出し 」 動作 は 、 そ の 反作用 に よっ て 前 方 に 進む お ため の 
も の で あり 、 効率 的 な 歩行 を 実現 する た め に 重要 な 要素 と な る が 、 図 9 に 図示 する 裸足 の 
場合 の 有 克 腹筋 外側 頭 A1 の 活動 を 示す 線 図 に お いて 、「 立脚 期 の 終期 に の み 現 れる 」 如き 
目立っ た 活動 は 無く 、 そ の 前 の 状態 と ほとん どか わら な い 活 動 状 態 を 示し て いる 。 こ れ に 
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対し て 、 図 8 に 図示 する 普通 の 載 を 履い た 場合 の 脆 腹筋 外側 頭 A 人 1 の 活動 を 示す 線 図 で は 


、 立 脚 期 の 終期 に の み 目 立っ た 活動 を 示し 前 記 「 蹴り 


る 。 こ れ ら に 対し て 、 図 7 に 図示 する 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 を 履い た 
場合 の 有 腹 筋 外側 頭 A1 の 活動 を 示す 線 図 に お いて 、 立 脚 期 の 終期 に の み に 目 立っ た 活動 


HL 1 動作 が な され て いる こと が 判 


を 示し さら に 強い 前 記 「 蹴り 出し 」 動作 が な され て いる こと が 筋 電 図 か ら 判 る 。 こ の こと 
か ら 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 鞭 の 場合 に は 、 裸 足 の 場合 や 普通 の 靴 を 履 
いた 場合 に 比べ て 、 よ り 効 率 的 な 歩行 が 行わ れ て いる こと が 判る 。 ま た 、 図 7 に 図示 する 
本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 只 備 し た 靴 を 履い た 場合 に は 、 図 8 に 図示 する 普通 の 靴 を 


履い た 場合 に 比べ て 、 前 記 肝 腹 筋 外側 頭 A1 の 活動 時 間 が 長く 、 路 部 分 か ら つ ま 先 部 分 へ 


の 体重 の 移動 が より 明確 に お こ な わ れ 、 理 想 に 近い 歩行 状態 が 得 ら れ て いる こと が 判る 。 


【0028j 


さら に 、 図 9 に 示す 裸足 の 場合 に は 、 立 脚 期 か ら 遊 脚 期 ( 歩行 時 に お いて その 足 が 体 重 
を 支え て いな い 状 態 の と き : 遊 脚 相 と も いう ) に か け て 、 足 関節 底 屈曲 筋 税 で ある 前 記 肝 


腹筋 外側 頭 A1 、 长 腓骨 筋 A4 の 活動 が 持続 的 に 認め られ 、 左 右 の 足 間 で の 体重 移動 が 明 


確 に な され て いな いこ と が 判る 。 こ れ に 対し て 、 図 8 に 図示 する 普通 の 靴 を 履い た 場合 に 
は 、 前 記 脆 腹筋 外側 頭 A1 、 长 腓骨 筋 A4 の 活動 が 一 定 の 周期 毎 に 認め られ 、 左 右 の 足 間 
で の 体重 移動 が 明確 に お こ な わ れ て いる こと が 判る 。 こ れ ら に 対し て 、 図 7 に 図示 する 本 
実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 を 履い た 場合 に は 、 前 記 肝 腹 筋 外側 頭 A 人 1 、 长 腓 
骨 筋 A4 の 活動 が 一 定 の 周期 毎 に 認め られ 、 左 右 の 足 間 で の 体重 移動 が 「 さら に 明確 」 に 


お こ な わ れ て いる こと が 判る 。 こ の こと か ら 、 本 実施 


多 態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 鞭 


の 場合 に は 、 左 右 の 足 間 で の 体重 の 移動 が 極め て 明確 に お こ な わ れ 、 交 効率 的 な 歩行 が 行わ 


れ て いる こと が 判る 。 
【0029】 


また 、 図 7 に 図示 する 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 を 履い た 場合 に は 、 前 
記 立 脚 期 の 直後 に 、 立脚 の 終期 に お いて 活動 し て いた 前 記 有 圧 腹筋 外側 頭 A1 や 前 頸 骨 筋 A 
3 、 後 頸 骨 筋 人 A4 、 足 貴 伸 筋 A5 等 の 活動 が 停止 し これ ら の 筋 が リラ ックス し て いる こと 


が 判る 。 こ れ に 対し て 、 図 8 に 図示 する 普通 の 靴 を 履 


\ た 場合 に は 、 前 記 立 脚 期 の 直後 に 


、 前 記 後 頸 骨 筋 人 A ん 4 や 足 距 伸 筋 A5 の 活動 は お こ な わ れ 、 こ れ ら の 筋 が リラ ックス し て い 


な いこ と が 判る 。 


この こと は 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 鞭 の 場合 に は 、 歩行 に よる 疲労 が 普 


通 の 靴 を 履い た 場合 に 比べ て より 少な いこ と を 示し て v 
【0030】 


‘る 。 


また 、 歩 行 に お ける 該 歩行 時 に 活動 する 各 筋 の 活動 量 に 関し て は 、 筋 電 の 値 を 時 間 で 積 
分 し た 図 1 0 に 図示 する よう に 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 の 場合 に は 、 
裸足 や 普通 の 靴 を 履い た 場合 に 比べ て 、 脚 の 傾き を 足 正す る た め に 活動 する 前 記 肝 腹 筋 外 
側 頭 A1 の 活動 量 が 少な いこ と が 判る 。 ま た 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 混 
の 場合 に は 、 普 通 の 靴 を 履い た 場合 に 比べ て 、 歩 行 の と き に 活動 する 、 前 記 麟 腹筋 内 側 頭 
A2 、 前 記 前 頭骨 筋 A3 、 前 記 後 頭骨 筋 A4 、 前 记 长 腓骨 筋 A4 、 前 記 足 距 伸 筋 A5 の 各 


筋 の 活動 量 が 少な いこ と が 明らか で ある 。 特 に 、 前 記 足 鐵 伸 筋 A5 の 活動 量 に つい て は 、 
本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 と 普通 の 靴 と で は 両者 の 活動 量 の 差異 が 特に 顕 


著 で ある こと が 判る 。 
【0031 


この こと か ら 、 本 実施 形態 に か か る ソー ル 1 を 具備 し た 靴 を 履い た 場合 に は 、 裸 足 や 普 
通 の 靴 を 履い た 場合 に 比べ て 、 理 想 的 な 歩行 状態 と 理想 的 な 立 位 の 状態 が 得 ら れ 、 歩 行 時 
に お いて 又 立 位 の 姿勢 を 維持 する と き に お いて 、 疲 れ が 少な く 、 ま た 、 足 関節 は 勿論 の こ 
と 、 股 関節 や 膝 関節 に も 無理 な 負担 を 生じ させ る こと は な い 。 


【0032j 


また 、 本 実施 形態 の よう に 、 ソ ー ル その も の の 表面 に 凹部 を 形成 する こと に よっ て 、 前 
記 作 用 効果 を 奏する と と も に 、 靴 自体 の 高 さ が 高く な ら な いた め 、 フ ァ ッ ショ ン 性 に 優れ 


た 靴 を 実現 する こと が で きる 。 
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【0033j】 


な お 、 


1 の 立脚 期 を 示し て いる 。 ま た 、 こ れ ら の 


じ さ せる 筋 電 ( 微弱 電圧 : 


[0034】 
と ころ で 、 前 記 実 施 形態 で は 、 ソ ー ル 1 全体 が 、 


質 の も の で 構成 され て いる が 、 


(8) 


図 に お し 
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図 7 ~ 図 9 に お いて 、 縦 線 E モ E01 ~E01 間 (W6 , W7 , W8 ) は 、… 歩 行 時 の 


ヽ ‘て 、 横 軸 に 時 間 軸 を 、 縦 軸 に 各 筋 が 生 


単位 mV) を と っ て 、 各 筋 の 活動 状態 を 示し て いる 。 


ゴム 硬度 が Hs 8 0 度 程度 の 硬 さ の 材 


この よう な 構成 に 限定 され る も の で な く 、 少 な く と も 前 記 


凹部 2 及び その 近傍 部 分 が この よう な ゴム 人 硬度 が Hs 8 0 度 程 度 の 硬 さ の 材質 の も の で 構 
成 さ れ て いれ ば よい 。 ま た 、 前 記 実 施 形態 で は 、 や や ハイ ヒー ル に 近い 形態 の 婦人 鞭 を 例 
に 挙げ て 説明 し た が 、 こ の 実施 形態 に 限定 され る も の で な く 、 ロ ー ヒ ー ル で あっ て も よく 
、 ま た その 他 の 、 例 えば 、 紳 士 靴 に 適用 する こと も で きる 。 ま た 、 サ イズ 的 に は 、 足 の サ 


イズ の 大 きい 者 か ら 小 さい サイ ズ の 者 まで 、 
の 靴 を 履く こと に よっ て 、 
【0035】 

と ころ で 、 本 発明 は 、 前 述 し た 実施 形態 に 限定 され る も の で な く 、 当 業者 が 自明 の 範囲 
適宜 変更 し た 形態 で 実施 する こと が で きる こと を 言う まで も な い 。 


に お いて 、 


【 産業 上 の 利用 可能 性 】 
【0036】 


本 発明 に か か る 靴 は 、 


前 述 し た 作用 効果 


使用 する 者 の 足 の サイ ズ に 合わ せ た 前 記 構 成 
得る こと が で きる こと は 言う まで も な い 。 


種々 の 靴 や スリ ッ パ 等 に 利用 する こと が で きる 。 


E 体 の 斜視 図 で ある 。 


第 1 一 第 5 中 足 骨 、 中 足 指 節 関節 等 と ソー ル の 凹部 等 と の 位置 関係 を 示す 平面 図 


足 骨 が 当 接 する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 断面 


図 1 に 示す ソー ル の 第 2 一 第 5 中 足 骨 が 当 接 する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 断面 形 


中 足 骨 が 当 接する 部 分 に 形成 され た 凹部 の 幅 方 向 の 断面 形状 を 示す 図 1 の IV- IV 


図示 する 状態 か ら つ ま 先 部 分 に 比べ て 貴 部 分 が 
反 想 面 が 略 水 平 に な っ た 状態 を 示す 図 で ある 。 


本 実施 形態 に か か る ソー ル を 具備 し た 靴 を 履い て 歩行 し た 場合 の 各 筋 の 筋 電 図 で 


図 1 0 】 図 7 ~ 図 9 に 示す 各 筋 電 図 の 各 筋 の 筋 電 の 値 を 時 間 で 積分 し た 積分 値 を 各 筋 毎 


【 図面 の 簡単 な 説明 】 

【0037】 

【 加 1 】 本 発明 の 靴 の ソー ル の 構成 を 示す ソー ル 3 
【 図 2 】 図 1 に 示す ソー ル の 第 1 及び 第 2 

多 状 を 示す 図 1 の II- II 矢 視 断 面 図 で ある 。 

【 図 3】 

状 を 示す 図 1 の III- III 矢 視 断面 図 で ある 。 

【 図 4】 

矢 視 断面 図 で ある 。 

【 図 5】 

で ある 。 

【 図 6 】 立脚 期 の 一 課程 に お いて 、 図 2 に 

4~6 cm 程度 上 方 に 位置 する 状態 と な り 

【 図 7 】 

ある 。 

【 図 8 】 従来 の 靴 を 履い て 歩行 し た 場合 の 各 筋 の 筋 電 図 で ある 。 
【 図 9 】 裸足 で 歩行 し た 場合 の 各 筋 の 筋 電 図 で ある 。 
【 

に 


棒グラフ で 対比 し て 示し た 図 で ある 。 


( 
【 0 


符号 の 説明 】 
0 38 


D 5 … 第 5 中 足 骨 


Bl<B5… 各 基 節 骨 
C1 ~C5 … 各 中 足 指 節 関 節 
D1 ~D5 … 各 中 足 骨 


P1 ~P5 … 各 線 


P … 仮 想 面 
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2 … 田 部 
2 A … 第 1 凹部 
2 B … 第 2 凹部 


i M 六 
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2(2B) 
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し 加 6 】 


【 図 8 】 


の | 


基 7 


中 | 人 | 人 引信 | 全 全 全 全 全 全 县 | | 室 地 | 人 | 全 人 全 全 全 全 全 | ほ | 人 | 
回 回 回 回 回 回 回国 較 回, 居 吕 | 回 回 回 回 回 回 回 回 (回 | 回 大 
貫 | | 座 | | 埠 | | 府 | | 起 | | 起 | | 竖 | | 时 | | 起 |} | 去 | | 盐 | 直 区 | | 細 | | 去 | | 去 | | | 去 | | | 盐 | | j 蚂 | | | 亚 | | 夫 | | | 趣 | | 上 起 | | 趣 | 
刘 由 | 回 回 | 性 較 , 恒 恒 应 | 恩 } 因 | | ほ 车 | | 全 | 回 || 回 || 攻略 | 属 | | 属 | 珠 | 固 | 血本 
導 | | 較 | 司 | | 琶 | 國 | 日 民主 園 f 較 日 隊 記 き 下 置 | | 較 | | 上 重 | 上 環 中 旧知 | 昌 電 | 量 昌国 | | 营 | | 下 
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